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シ
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の
學

ほ
　
　
論
が
喋
々
き
る
＼
に
至
つ
疫
。
殆
ど
内
地
同
様
の
磯
達
を

　
　
し
π
琉
球
敏
育
の
現
獣
を
目
撃
し
、
亀
は
過
去
徽
百
年
の
簿

　
　
統
あ
る
交
化
乃
至
敏
育
が
効
果
あ
る
水
底
の
棄
石
と
な
つ

　
　
て
横
は
つ
て
み
る
事
を
思
は
ぎ
る
を
得
占
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
絡
鼻
）

　
　
　
（
本
編
に
叙
診
せ
る
史
笠
に
就
て
は
沖
縄
玉
書
館
長
伊
波
丈
學
士
、
同
館

　
　
　
　
筑
じ
踵
κ

　
　
　
員
眞
掩
名
氏
の
競
豹
に
盤
つ
も
り
が
多
い
、
是
に
慈
講
の
意
を
卸
し
て
號

　
　
　
き
た
い
）

瓢果

二
八
報

　
　
　
　
　
心
鯉
駆
逆
罰
魯
例
曾

、
十
｝
月
ナ
八
臼
、
午
後
三
時
よ
酵
實
瞼
揚
内
演
習
室
に
於
て
、
　
開
愈
左
の

　
　
　
　
ぬ

　
二
重
の
潜
演
あ
り
た
り
、

　
　
○
澱
育
と
心
理
學
と
の
蘭
語
　
　
　
編
占
算
郎
君

　
　
○
宗
勲
答
附
蹴
献
勲
階
の
心
理
的
要
那
躍
　
　
　
　
石
　
抽
旧
　
徳
　
門
　
勤
獅

　
…
脳
富
琉
の
講
演
の
大
要
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

　
渡
三
者
は
其
最
初
に
於
て
、
此
報
鰻
が
二
分
も
満
足
す
る
事
は
塒
來
な
い

麗
策
な
見
渡
し
に
愚
き
な
い
、
と
、
紛
此
後
一
病
根
本
的
に
考
察
せ
ん
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寛

意
志
あ
る
箏
と
を
臨
つ
た
。
其
内
容
は
二
部
に
分
れ
、
　
一
現
今
教
育
者
の
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

理
學
に
封
ず
る
態
度
を
魏
察
し
、
　
二
敏
育
と
心
理
學
と
の
交
渉
如
何
を
決
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

す
る
爲
め
に
、
　
雨
者
の
際
開
係
き
否
定
す
る
尾
解
を
吟
味
し
、
典
議
論
申
か
ら

識
畜
心
難
…
学
の
桂
質
を
腫
麗
導
し
併
せ
て
癌
荻
育
實
際
家
の
之
に
…
封
ず
る
態
度
を

　
　
　
ラ

論
じ
た
。
一
既
態
度
に
は
二
種
あ
っ
て
、
　
一
は
、
心
理
學
の
教
育
に
封
ず
る

　
　
　
く

領
値
を
渦
穴
既
し
其
結
果
心
理
學
に
信
頼
レ
瀕
ぎ
る
亀
の
で
他
の
一
は
心
理

罷
を
蔑
観
し
無
用
覗
す
る
も
の
で
あ
る
。
前
春
は
、
ラ
イ
に
提
唱
せ
ら
れ
マ

イ
モ
ン
に
よ
っ
て
高
調
せ
ら
れ
、
後
猫
、
佛
、
殊
に
米
國
に
於
て
盛
K
研
究

せ
ら
れ
て
る
る
。
　
聯
“
験
教
畿
月
饅
・
並
び
に
敏
育
作
鵡
莱
の
心
理
學
的
研
究
に
凱
す

る
、
教
育
卵
鼠
際
家
の
反
封
ゲ
、
あ
る
。
備
了
P
ゼ
エ
ム
ス
．
の
『
歎
師
へ
の
懲
憶
賓
』
は
能

く
之
れ
を
辮
じ
て
る
る
。
後
者
の
態
度
を
坂
る
も
の
に
は
穴
艦
鶴
侃
狸
あ
る
。
…

は
教
育
思
惣
界
に
は
一
時
流
行
的
履
想
と
教
育
の
費
験
的
心
理
學
的
研
究
と

を
溜
競
す
る
も
の
、
　
第
二
は
、
心
理
學
上
の
智
識
が
敏
育
學
に
甥
し
て
暴
覚



　　

曹
ﾈ
・
謬
讐
・
・
の
、
第
三
・
初
め
・
無
電
・
箋
幽
し
轟

　
　
輕
蔑
す
る
も
の
、
第
四
は
心
理
撃
を
以
て
霞
接
教
育
に
無
關
係
な
り
と
言
ふ
、
一

　
　
忠
實
な
る
敏
育
賢
際
家
の
考
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
、

　
　
　
　

　
　
　
二
心
理
由
の
教
育
に
封
ず
る
債
値
を
疑
ひ
贈
れ
を
無
観
す
る
も
の
蕊
第
一

　
　
　
く

　
　
は
、
教
育
を
以
て
時
代
と
共
に
縫
線
す
る
も
の
と
考
へ
る
敏
腕
｝
面
の
性

　
　
質
を
恰
も
、
　
藪
育
全
艦
の
勝
質
な
る
が
如
く
誕
信
し
た
る
竜
の
で
あ
る
。
第

　
　
二
の
も
の
に
封
し
て
は
、
搬
表
者
は
、
エ
ル
ト
ン
の
『
敏
育
心
理
』
第
一
章
を

　
　
引
い
て
、
二
等
の
人
が
眞
に
研
究
軸
ず
し
て
徒
ら
に
卑
腱
な
る
勢
働
者
に
自

　
　
己
を
暁
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
論
じ
た
。
第
三
の
も
の
即
ち
初
め
か
ら
無

　
　
塾
す
る
も
の
に
潔
し
て
論
じ
て
憂
く
、
藪
育
は
全
人
格
と
全
人
格
と
の
交
渉

　
　
に
し
て
、
憂
き
た
生
命
の
渡
展
で
あ
る
か
ら
し
て
、
強
襲
的
分
析
の
到
底
鏡

　
　
ひ
得
ざ
る
竜
の
で
あ
る
。
　
記
憶
抵
を
果
す
も
の
は
哲
野
上
の
一
種
の
直
槻
設

　
　
で
あ
る
。
至
聖
者
の
兜
叢
に
封
ず
る
立
場
は
、
外
か
ら
傍
槻
す
る
前
巻
の
立

　
　
揚
で
な
く
、
そ
の
も
の
》
申
に
入
っ
て
實
感
ず
る
後
者
の
立
場
で
あ
る
。
熟

　
　
し
既
實
感
は
一
種
の
心
理
學
的
事
實
で
あ
る
か
ら
、
入
寮
全
幾
の
交
渉
と
言

　
　
ふ
事
も
、
心
理
射
的
に
研
究
せ
ら
る
べ
き
も
の
。
て
あ
る
と
。
第
四
の
も
の
即

　
　
ち
心
理
學
は
直
接
教
育
に
．
鰍
關
係
な
り
と
言
ふ
設
、
即
ち
数
育
者
に
直
接
必

　
　
要
な
事
は
、
郷
里
の
實
際
の
法
案
に
癒
合
す
る
事
で
あ
っ
て
、
此
法
案
が
心

　
　
理
學
か
ら
茶
て
竜
、
　
他
の
距
離
か
ら
來
て
も
何
等
問
ふ
庭
で
は
無
い
と
言
ふ

　
　
設
に
溢
し
て
は
、
拶
表
者
は
タ
ロ
ッ
ク
の
『
教
師
の
訓
錬
に
於
け
る
心
理
學

　
　
の
位
贋
』
を
引
い
て
論
破
し
た
。

　
　
　
要
す
る
に
奨
溢
血
の
誰
張
の
根
概
は
略
ぼ
次
の
如
き
電
の
で
あ
る
。
　
期
ち

　
　
教
育
の
獄
的
、
理
想
は
、
敏
育
心
理
醸
の
興
る
薦
で
は
無
い
。
教
吉
心
理
學

野
禽
褻
寒
々
際
的
方
煙
携
は
る
も
の
で
あ
る
・
然
漫
筆
は
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
彙
報
薪
磐
紹
介

諺

磯
際
上
の
方
法
及
び
原
理
を
異
へ
．
る
も
の
で
は
な
い
。
教
育
三
際
の
原
理
扱
、

内
容
の
な
い
陰
虚
な
も
の
・
で
あ
る
。
　
こ
の
原
理
に
内
容
を
輿
へ
る
も
の
は
敏

育
心
理
崇
の
研
究
で
あ
る
。
教
育
實
際
の
方
法
は
数
育
者
其
の
人
の
工
夫
仁

あ
る
。
　
こ
の
工
夫
に
暗
添
を
黒
ハ
へ
る
も
の
は
教
皇
心
理
學
の
研
究
で
あ
る
。

　
樹
石
帥
氏
の
分
は
島
回
の
完
結
を
待
て
紹
介
す
る
事
と
す
る
。

薪
著
紹
介

濾
肇
纏
引
継
主
部

二
巴
博
士
　
嫁
　
崎
　
正
　
治
著

　
本
繋
四
篇
背
八
ぬ
単
「
講
説
」
に
始
ま
り
一
生
の
下
交
た
る
「
開
学
と
奮
一
進
」
及

び
正
宗
分
た
る
「
弘
魍
の
中
心
事
業
」
と
を
申
に
挾
ん
で
流
通
分
た
る
「
身

延
懸
遁
と
滅
後
の
付
麗
」
　
を
以
て
結
ば
れ
て
あ
る
。
今
先
づ
そ
の
馨
蟻
篇
岬
羅

を
追
て
本
書
か
一
班
を
管
轄
し
最
後
に
私
の
所
感
を
記
し
て
見
よ
う
。

　
人
の
天
心
に
は
糸
教
的
要
求
が
あ
っ
て
心
理
盤
上
所
謂
鯨
心
機
に
際
し
て

は
各
爵
が
享
受
し
つ
エ
あ
る
生
命
の
根
源
を
つ
き
と
め
現
・
實
に
膿
み
つ
」
あ

る
隼
活
の
巾
に
眼
前
紛
々
の
現
翻
を
超
え
て
更
に
弘
遽
な
る
止
々
辛
々
の
淘

息
を
明
か
に
せ
う
と
す
る
も
り
で
あ
る
、
時
は
嘉
頽
の
晋
安
房
國
癖
澄
の
券

罪
跡
識
一
堂
曙
の
坐
の
薄
舅
り
碧
い
中
に
一
心
不
等
の
断
念
、
こ
れ
巫
年
十
六

轟成

ﾘ
…
心
灘
門
の
難
長
が
八
心
ホ
九
串
別
混
沌
た
る
…
聞
に
　
「
日
本
一
の
知
解
者
」
と
な
り

て
轟
轟
教
を
創
め
ん
と
し
「
煩
悶
の
血
潮
」
　
を
流
し
た
断
念
で
あ
っ
た
（
第

一
章
）
、
世
は
末
法
に
入
て
二
百
年
に
垂
ん
と
し
て
糾
る
、
　
目
安
四
百
年
の
王

朝
は
破
れ
て
世
は
武
人
の
世
と
な
っ
た
、
然
し
第
安
以
來
の
証
言
佛
数
は
深

く
弘
く
そ
の
根
を
張
っ
て
居
る
、
　
之
に
射
し
て
宗
教
改
輩
の
要
求
は
諸
緯
の

・
万
術
に
於
て
新
…
運
動
を
蹴
じ
た
．
　
か
…
佛
と
¶
騨
と
は
こ
の
孟
導
と
な
り
戒
律
の

同
闘
丸

φ


